
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

『 感動 』からはじまる「 まなび 」 

校長 田中 淳子 

  正門の花壇に大きなひまわりの花が咲きました。先日、いつもお世話にな

っている地域の方々が、成長にそってプランターから植え替えてくださったひ

まわりです。まるで子どもたちの登校を見守るかのように元気に咲いてお

り、うれしくなります。また、子どもたちがそれぞれ毎日欠かさず水やりをして

いる植物に花や実がつきはじめ、子どもたちがうれしそうにしている姿が微

笑ましいです。夏が少しずつ近づいてきました。 

さて、６月にも各学年でさまざまな体験活動を行いました。神足小学校恒例

の田植え体験やどろ遊び、校区探検など、子どもたちは教室を離れ、実際の

世界の中で多くのことを学びました。初めて出会う人、初めて見る風景、初め

て知ること、初めて感じる驚きや発見―そうした経験の積み重ねが、子どもた

ちの心を大きく揺さぶる大切な学びとなっています。体験活動のよさは、「わかった」という理解にと

どまらず、「できた」「楽しかった」という実感を伴うところにあります。小さな成功体験は、子どもた

ちに自信を与え、「もっとやってみたい」という意欲を育てていきます。 

また、脳科学者の茂木健一郎氏は、「感動することが脳を活性化する大切な方法の一つである」

と述べています。心が動いたとき、人は強く印象に残り、深く学び、次の行動へとつながっていきま

す。子どもたちが体験活動の中で見せる輝く表情や、「すごい！」「おもしろい！」という声は、まさに

その瞬間の証といえるでしょう。実際に、活動の中での子どもたちの目の輝きや、友だちと顔を見合

わせて笑う姿には、心が大きく動いている様子が表れています。そんな一つ一つの「感動」が、子ど

もたちの内面を豊かにし、次の学びへと確かにつながっていることを感じます。だからこそ、大人の

役割は、いかに子どもに多くの感動体験をさせてやれるか、ということになるのだと思います。初め

ての経験や本物に触れさせることだけでなく、身近なものの不思議さやその存在の意味に気付か

せることなど、大人がアンテナを高くして子どもの感動を呼び起こすことが、いきいきとした生きる意

欲のある子どもを育てていくことにつながっていきます。私自身もさび付かないように、さまざまなこ

とに興味をもち、挑戦しながら感動体験を重ねていきたいと思っています。 

そして、このような貴重な体験の機会は、地域の皆様のあたたかいご支

援によって支えられています。事前の準備や受け入れ、当日のご指導など、

お忙しい中にもかかわらず、子どもたちのためにお力添えをいただいている

ことに、心より感謝申し上げます。地域の方々とのふれあいの中で、子どもた

ちは人の優しさやあたたかさに触れ、自分が地域に見守られている存在であることも感じ取ってい

ます。学校は、地域とともに子どもたちを育てていく場所だということを改めて感じています。これか

らも体験を大切にした学びを通して、子どもたちの心を動かし、自ら考え行動する力を育んでまい

ります。 

神足小のめざす子ども像 

至誠（真面目に頑張る子） 

進取（自ら進んで取り組む子） 

敬愛（思い遣る子） 
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夏休み 工作や自由研究を！ 

今年度も、工作や自由研究を夏休みの課題と

し、夏休み明けには、校内作品展を実施します。 

保護者公開 ８月２７日(木) １３：３０ ～ １８：30 

            ２８日(金) １３：３０ ～ １８：3０ 

            ３１日(月) １５：００ ～ １８：3０ 

 

  児童が夏休みの間に創作したり、研究したりし

た作品を体育館に展示します。今年度も、児童と

保護者の皆様の鑑賞時間を分けます。保護者の

皆様は、上記時間帯にご鑑賞ください。また、長岡

京市アイデア作品展に８月２８日(金)から出展す

る作品も鑑賞して頂けるよう、８月２７日(木)を含

めた３日間とさせて頂きます。 

１学期末の校時について 

～先月号でお知らせした内容と同じです～ 

７月１０日（金）～１６日（木）の期間は、水曜５校

時授業を行います。 

〇この期間は以下の取組を実施します。 

７月１０日（金） １３：３０下校 

【学習補充日（対象者は１４：２０下校）】各教科の

学習課題や制作物等をやり遂げます。また、１学期

の学習内容の補充や夏休みの家庭学習に向けて

の準備をします。 

７月１３日（月）～１６日（木） １３：１５下校 

【個人懇談会】通知表をお見せしながら、１学期の

お子様の様子についてお話します。詳細は別途文
書を配布しています。 

7 月 17 日(金) 12：00 下校 
 

５年生 林間学習 

自然の中で貴重な体験ができました。 

通知表の渡し切りについて 

昨年度より、通知表の形式が変わり、学期ごと

の渡し切りになります。次学期に回収致しません

ので、ご家庭で保管をお願いします。 

  また、昨年度同様１学期及び２学期は、個人懇

談会にて成果や課題をお伝えしますので、所見

欄の文章表記は３学期のみとなります。 

・全学年「特別の教科道徳」 

・３、４年生「外国語活動」 

に加えまして、今年度より 

・３年生～６年生「総合的な学習の時間」 

についても、顕著な学習内容と成果について３学

期の通知表にてお知らせ致します。ご理解頂きま

すよう宜しくお願い申し上げます。 


